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（
沖
縄
及
び
北
方
問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
）

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
法
案
（
閣
法
第
一
二
号

（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

）

本
法
律
案
は
、
特
殊
法
人
改
革
基
本
法
に
基
づ
く
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
北
方
領

土
問
題
対
策
協
会
を
解
散
し
て
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
名
称
、
目
的
、
業
務

の
範
囲
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
法
律
及
び
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
立
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
の
名
称
は
、
独
立
行
政
法

人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
と
す
る
。

二
、
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う

）
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

。

１

北
方
領
土
問
題
そ
の
他
北
方
地
域
に
関
す
る
諸
問
題
（
以
下
「
北
方
領
土
問
題
等
」
と
い
う

）
に
つ
い
て
の
国
民
世

。

論
の
啓
発
及
び
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
北
方
地
域
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
に
対
し
援
護
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

２

北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
法
」
と
い
う

）
。

に
基
づ
き
、
北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
に
対
し
、
漁
業
そ
の
他
の
事
業
及
び
生
活
に
必
要
な
資
金
を
融
通
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
こ
れ
ら
の
者
の
事
業
の
経
営
と
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
。

三
、
協
会
は
、
主
た
る
事
務
所
を
東
京
都
に
置
く
。

四
、
協
会
の
資
本
金
は
、
政
府
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
た
金
額
と
す
る
と
と
も
に
、
政
府
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
に
は
、
予
算
で
定
め
る
金
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
協
会
に
追
加
し
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
協
会
に
、
役
員
と
し
て
、
そ
の
長
で
あ
る
理
事
長
及
び
監
事
二
人
を
置
く
ほ
か
、
理
事
一
人
、
非
常
勤
の
理
事
五
人
以
内

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
理
事
長
の
任
期
は
四
年
と
し
、
理
事
及
び
監
事
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。

六
、
協
会
に
、
学
識
経
験
者
及
び
北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
十
五
人
以
内
で
構
成
さ
れ
る
評
議
員
会
を
置
き
、
評
議
員
会
は
、

理
事
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
と
と
も
に
、
理
事
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

七
、
協
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
う
。

１

北
方
領
土
問
題
等
に
つ
い
て
国
民
世
論
の
啓
発
を
行
う
こ
と
。

２

北
方
領
土
問
題
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
。

３

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
お
い
て
北
方
地
域
に
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
い
た
者
に
対
し
必
要
な
援
護
を
行
う
こ
と
。
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４

北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
法
第
四
条
に
規
定
す
る
貸
付
業
務
を
行
う
こ
と
。

八
、
協
会
は
、
貸
付
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
業
務
（
以
下
「
一
般
業
務
」
と
い
う

）
に
係
る
経
理
と
区

。

分
し
、
特
別
の
勘
定
を
設
け
て
整
理
す
る
。

九
、
主
務
大
臣
は
、
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
促
進
を
図
る
た
め
又
は
北
方
地
域
旧
漁
業
権
者
等
の
事
業
の
経
営
と
生
活
の
安

定
を
図
る
た
め
等

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

協
会
に
対
し

国
民
世
論
の
啓
発
及
び
貸
付
業
務
等
に
つ
い
て

、

、

、

、

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
、
協
会
の
主
務
大
臣
は
、
管
理
業
務
及
び
一
般
業
務
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
、
貸
付
業
務
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
農
林
水
産
大
臣
と
す
る
。

十
一
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
協
会
の
成
立
は
平
成
十
五
年
十
月
一
日
と
し
、
旧
協
会
は
そ
の

時
に
お
い
て
解
散
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
一
切
の
権
利
及
び
義
務
は
、
協
会
が
承
継
す
る
。


